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【プレスリリース】 

2026/2/25 

国文学研究資料館が瑞光寺所蔵資料のデジタル画像公開 
         

 国文学研究資料館（以下「国文研」）は、京都市伏見区深草山瑞光寺所蔵の古典籍のうち 19 点のデ
ジタル画像を、国文研の「国書データベース」にて公開しました（瑞光寺画像一覧 https://kokusho.ni
jl.ac.jp/page/list-zuik.html）。 
 瑞光寺（ずいこうじ 京都市伏見区深草坊町４）は、元政上人（げんせいしょうにん 1623～1668）
が開山した日蓮宗の寺院です。 
 元政は、江戸時代前期の僧侶であり、当代を代表する漢詩人、歌人として広く知られています。漢
詩文ではその作品の集大成というべき詩集『草山集』（そうざんしゅう）があり、松永貞徳を師として
学んだ和歌は、『草山和歌集』（そうざんわかしゅう）、に収められています。また、中国明末の人で、
来日して尾張徳川藩に仕えた文人陳元贇（ちんげんぴん）との深い交友は『元元唱和集』（げんげんし
ょうわしゅう）を生みました。 
 瑞光寺には、元政が著した宗門の教義に関わる自筆本や、自筆の漢詩・和歌、日記・紀行文、若い
頃に古典を学ぶために書写した本、同時代の文人たちとの交流をうかがわせる書状、書肆で求めた書
籍、さらには上人没後に元政を慕って瑞光寺を訪れた後世の人の書に至るまで、4,700 点余にのぼる古
典籍が蔵されています。国文研では、二十数年にわたって瑞光寺の所蔵資料調査をおこない、2019 年
から蔵書のデジタル撮影を開始しました。 
 このたび画像公開するのは、多種多彩で数多い瑞光寺所蔵資料のなかから、『建礼門院右京大夫集』
『源氏言葉』などといった古典の書写本を中心とする 19 点です。国文研の資料調査の成果として刊行
された、岡雅彦・落合博志・桑名法晃・長田和也・中前正志・那須陽一郎・原雅子・村木敬子編『深
草瑞光寺所蔵 元政上人資料集 近世京洛寺院の学問とネットワーク』（勉誠出版、2023 年）において、
本文の翻刻に解説を付す形で既に紹介されており、かつ撮影が済んでいる資料の一部を、国書データ
ベースに収載するはこびとなりました。 
 上記『元政上人資料集』の序文において、瑞光寺の川口智康師は、「所蔵資料を公開して、研究者や
一般の人々に活用していただくことは、仏の御心であり、住持の私の望むところである」と記してい
ます。翻刻での公開にくわえ、画像の公開をお認めいただいたのは、長きにわたって資料調査を継続
した国文研の活動と、所蔵資料の文化的価値に対する、瑞光寺の深い御理解によるものです。 
 今回の国書データベースによる公開によって、インターネットが利用できる環境にあれば、いつで
もどこでも誰でも画像を閲覧できるようになります。今後の研究の進展に大きく貢献することが期待
されます。 
 
〈本件に関するお問い合わせ〉 
国文学研究資料館 管理部学術情報課 社会連携係 
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■『建礼門院右京大夫集』 

 
鎌倉初期の私家集。高倉天皇の中宮である建礼門院徳子（平清盛の娘）に女房として仕えた右京大夫（う
きょうのだいぶ）の和歌を収める。瑞光寺所蔵本は、元政筆。色替わりの料紙。 
 
■『源氏言葉』 

 

元政筆。『源氏物語』の歌文を抜き書きしたもの。 


